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「市民環境ネットふくろい」とは、環境負荷の少ない循環型社会の形成に向け、 

市民と行政が協力して、自然環境保護、環境教育など様々な環境活動を 

企画立案するとともに、良きパートナーとなり、「協働」で取り組んでい 

くために設立されました。 

地球環境を保全するために自分たちに出来ることから始めようと、 

４つの部会に分かれ、環境に関する問題点を議論したり、実際に活 

動している会です。 

 

 私ごとになりますが、この度の全体会議にて６年間務めさせていただいた代表を辞

任することとなりました。 

 長年支えてくれた会員の皆様をはじめ、市役所環境政策課担当の職員の皆様に心か

ら感謝申し上げます。 

 この間、県知事、中部地方整備局長表彰を受賞しました。役得で私が一番目立ってし

まいました。 

 運営会議、視察研修、清掃活動等貴重な時間を過ごす事が出来ました。ありがとうご

ざいました。 

辞任にあたり 
市民環境ネットふくろい 代表  山本 哲 

 

新任にあたり 
市民環境ネットふくろい 新代表 市川 剛 

 
  この度代表を拝命致しました。よろしくお願いいたします。 

私が市民環境ネットに参加したきっかけは、十年位前に市役所ロビーで犬の放置糞の

話をしていた鈴木さんと松井さんの話を聞いたからでした。今では考えられない程あち

こちで見かけた糞が、地道な活動と皆さんのご協力により減ってきました。 

 地球規模では、海、山、川、大気、宇宙、と様々な問題がありますが、身近な所から

ごみを減らし、これ以上の汚染を防ぎ、そして袋井市民憲章で表明されている「郷土を

愛し美しい環境を作ります」を実行していきましょう。 

 常時、会員を募集しています。皆さんのご協力をお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自然環境とは何」、とよく聞かれます。辞書の広辞苑で調べてみると、「自然」とは、おの

ずからそうなっているさま。天然のままで人為の加わらないさまと説明されています。また、

「環境」とはで調べてみると、めぐり囲む区域、人間または生物をとりまき、それと相互作用

を及ぼし合うものとして見た外界、と説明されています。 

自然環境部会は、「自然を愛し、環境を守り」をモットーに取り組みした内容について報告

させていただきます。部会員がコツコツと足を運び、また、三現主義で市内の北の山寺から南

の海岸までを、神社、寺院、里山、その他の貴重な自然環境を４分類して、また、約４年かけ

35か所を回り、どの様な木々があるか、また、どの様な自然環境が残されているかを確認し

マップにまとめました。「ふくろい緑の散策マップ」です。大切な緑豊かな自然が沢山あるこ

とに気づきました。これだけの自然環境が残っているのは、より良い自然環境が残されていた

ためだと思います。 

その他にも「原野谷川の生物マップ」「市の鳥フクロウの鳴き声調査」があります。 

鳴き声調査では、「広報ふくろい」で情報提供を呼び掛け、情報があった場所に部会員で出

向き鳴き声を確認しマップに記載している最中です。「原野谷川の生物マップ」「市の鳥フクロ

ウの鳴き声調査」について、順次取り組みした内容と纏めた結果を報告させていただきます。 

市役所庁舎北側駐車場の除草作業も２年目より。 

チガヤ、ツユクサ、ヤブガラシ、ノゲシ、オニタビラコ（キク科）等の雑草  

① アメリカセンダングサ ②ムカシヨモギ ③ヒメジョンで①②③はキク科植物。 

根絶は綿毛を付け種子を多量に飛ばす前に根ごと抜くのが効果的。 

④タカサゴユリ ⑤アレチノヌスビトハギ  

①～⑤は帰化植物で多くは草丈が高く大型化し繁殖力と生命力で強く逞しく種を広めてお

り、景観を奪う雑草となる。 

 

市街地に広がる帰化植物 
環境美化部会 部会長 鈴木 宣司 

 

自然環境 
自然環境部会 部会長 川上 京平 

 

 

挨拶 
エネルギー環境部会 部会長 楠 清尚 

 
 
 昨年からエネルギー部会長を担当させて頂き、早一年が経ちました。この間、環境問題とい

う大きなテーマに具体的にどう取組むべきか思案し、教育活動として出前ｅｃｏ教室を子供向

け・成人向けに計４回実施しました。定例会では会員が個人活動の経過報告、書籍の紹介を行

いながら情報共有して来ました。 

今年度もこれを基本に教育の機会を増やし、他グループや市と連携して活動の輪を広げて微

力ながら問題解決の一翼を担えるよう活動します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「環境衛生美化部会」部会長として、田原地区の経過と現状について  
環境衛生美化部会  部会長 名倉 澄雄 

 

山本・市川部会長の後を受け、何年かぶりの「環境衛生美化部会」部会長の名倉です。 

ごみの回収も同時に行っていますが、田原地区の経過及び現状についてご案内致します。

田原地区は当初ボランティアの募集による者でスタートしましたが、現在は歴代の自治会

３役経験者が中心となって活動させていただいております。最近ではボランティアの成果

なのか「ノリ面投棄あり？」を含めて犬の糞（ふん）はほとんど見つかっておりません。 

私が当初（約 10 年前）当ネットに加わった時は、約 1m おきくらいに犬の糞がありまし

たので、糞のある場所に立てる旗が足りないほどでした。 

当時は現在の原野谷川西堤防だけでなく、畑の農道や田原南幼稚園北側の農道も対象と

なっておりましたが、隣接農地所有者より草刈りの邪魔になると言われましたので、現在

農道がらみは対応となっておりません。 

農家の方はゴーグルを掛けて草刈りを行っておりますが、石も糞も飛んできていると思

われます。 

原野谷川堤防は、鉄開橋～諸井橋までの約１㎞にわたり「桜のトンネル」として楽しめ

ます。今年は、コロナも収まり？を見せましたので、河川敷等では天候を気にしながらも

「ブルーシート」の花が咲いていました。PRするならば簡易トイレは市側の対応で必要と

思われます。ご多忙とは存じますが、よろしくお願い申し上げます。 

 



 


